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1学期の締めくくりを迎えるこの時期、校内には子どもたちの元気な声が響いています。 

様々な学校行事や日々の学習活動、そして地域の皆様との温かい交流など、子どもたちは様々な場

面で豊かな経験を積み、成長しています。 
 

協力することの大切さを学びました～海の学習～ 

５年生が、6月2３日・2４日の両日、海の学習に行ってきまし

た。初めての宿泊行事に、出発前からとても楽しみにして準備を重

ねてきました。当日は、全員の力を合わせないと進まないカッター

こぎや、声を掛け合って網を引き揚げる地引き網に挑戦しました。

一人ではできないことも、仲間と協力すれば成し遂げられることを

実感できる貴重な経験となりました。また、集団生活を通して、時

間を意識しルールを守ることの大切さも深く学びました。一回りた

くましく成長した５年生。この二日間で築いた強い絆と、協力する姿勢を、これからの学校生活で

も発揮してくれることを期待しています。 
 

今年もお世話になりました～田植え体験～ 

6月4日、2年生と5年生が、大田北陵老人会の方々のご指導のもと、田植えを体験しました。 

子どもたちは、泥の感触に歓声を上げながらも、地域の方に植え方のコツを教わり、一株一株丁寧

に苗を植えていきました。 

今回の体験は、米作りの大変さを実感するとともに、地域の

方々から直接学ぶ貴重な時間となりました。優しく温かいご指

導をくださった大田北陵老人会の皆様、本当にありがとうござ

いました。 

この経験を通して、米作りの苦労や、食べ物へ感謝する気持ち

がさらに育ってくれることを願っています。秋の収穫が今から

とても楽しみです。 

 

高学年のリーダーシップで、学年間の交流が進んでいます 

～やよいタイム 縦割りそうじなど～ 
異学年で協力する縦割りの活動に取り組んでいます。縦割りそうじでは、６年生が下級生に優し

くお手本を見せ、班を上手にリードしてくれています。また、やよいタイムでも、６年生が全員を

楽しませる企画を考え、頼もしいリーダーシップを発揮してくれました。下級生にとって、一生懸

命で優しい６年生は憧れの存在です。学校を引っ張る高学年の頼もしい姿が、あちこちで見られた



素敵な時間となりました。 

 

地区懇談会お世話になりました 
６月26日、多くの保護者や地域の皆様にお集まりいただき、地区懇談会を開催いたしました。

お忙しい中ご出席いただき、心より感謝申し上げます。懇談会では、子どもたちの地域での過ごし

方や危険個所の確認、見守りの体制などについて、大変貴重なご意見や情報交換をいただくことが

できました。皆様からいただいた温かいお声やお気づきの点は、今後の教育活動や安全指導にしっ

かりと生かしてまいります。今後とも、子どもたちの健やかな成長のため、温かいサポートをよろ

しくお願いいたします。 

 

地域の方から温かいお手紙をいただきました 
先日、地域の方から学校へ次のようなお手紙が届きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもたちの優しい行動と、それを見つめる地域の方々の温かい眼差し、そのどちらもが嬉しく、

胸が熱くなりました。ぜひ学校全体で共有したいと思い、お昼の放送や全校朝の会で全校児童に紹

介しました。 

 いつも子どもたちを温かく見守り、励ましの声を届けてくださる地域の皆様、本当にありがとう

ございます。これからも、地域と学校が共に手を取り合い、子どもたちの豊かな心を育んで行けた

らと思っております。ありがとうございました。 

 

※７月・8月の主な行事予定や授業短縮等の情報は、弥生小学校  

ＨＰでご確認ください。【弥生小HPは右QRコードから】 

 

私共の地区では年に2回、春と秋に公園清掃を行っています。地区の老人会の約 50人と子供会

の皆さんです。最近は子供会の参加人数も多くなったようです。子供たちは元気よく積極的に取
り組んでくれます。先日私が当番に当たり、公園のゴミ拾いをしていたところ、公園で遊んでい
た14～15人の子供たちが自らお手伝いをしてくれました。素晴らしいことです。遊んでいるのを
やめてです。素晴らしい。 
人として大事なことは、自分を受け入れて生かしてくれている社会に、自分もお返しをする、

恩返しをする心をもつことだと思います。将来は社会に貢献する、社会の役に立つ大人に成長し
てくれると思わせてくれた、公園での出来事でした。 


